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研究成果の概要（和文）：本研究は霊長類マーモセットを用い家族の絆を形成する脳内基盤の解明を目的とし
た。計画段階では夫婦の絆を対象としていたが、愛着形成の脳内機構の解明が絆形成の機序解明のために重要と
判断し、愛着研究のモデル動物としての有用性を検討した。
その結果、マーモセットの子は家族個体の養育特性に応じて愛着行動を柔軟に変化させることが明らかになっ
た。一方、人工哺育で育てられた子は、愛着行動の調節能力を欠き、ヒトの無秩序・混乱型愛着に似た矛盾した
行動を示した。さらに、幼少期に受けた養育は成長後の行動に長期的な影響を及ぼした。以上、マーモセットの
養育・愛着行動はヒトと類似し、有用なモデル動物であることが示された。

研究成果の概要（英文）：The ultimate goal of this research is to elucidate the brain mechanisms of 
family bond. Although our initial target was pair bond, we decided to focus on infant attachment 
because we occasionally found some marmosets show atypical behavior similar to human attachment 
disorder.
We revealed that infant marmoset modified their attachment behavior according to the parenting style
 of each caregiver. On the other hand, artificially reared infants could not develop the adaptive 
use of attachment behaviors or age-appropriate autonomy. In addition, the received care in childhood
 affected later sociality and caused paradoxical negative responses towards social and non-social 
rewards. These characteristics were similar to those in human, indicating that a marmoset is a 
useful animal model for attachment research.

研究分野： 親和性社会行動
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研究成果の学術的意義や社会的意義
幼少期の愛着形成は、情緒や社会性の発達の基盤となり、成長後の心の健康や対人関係にも重要な役割を果た
す。幼少期に十分な愛着形成が出来ず、周囲の人々との人間関係に困難を生じている状態を「愛着障害」と呼
び、近年問題視されている。しかし、愛着形成や愛着障害の脳内機構は未だ明らかにされていない。
本研究により、マーモセットの親子関係・愛着行動にヒトと類似した多くの特徴が見出された。今後、マーモセ
ットをモデル動物として愛着形成の脳内機構を研究することで、ヒトの愛着形成の機序解明や、愛着障害の理解
や対策につなげられると期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 家族や友人といった社会的つながり（絆）は、ヒトの社会において重要な役割を果たしている。
家族の絆に関する脳内メカニズムの研究には、夫婦の絆を形成するプレーリーハタネズミ等の
齧歯類が主に用いられているが、脳の構造は齧歯類と霊長類では大きく異なり、単純には比較で
きない。社会性の制御には、霊長類において高度に発達した大脳皮質が重要な役割を果たすこと
から、霊長類モデルを用いた絆の制御メカニズムの解明は必須の課題である。本研究は、家族単
位で群れを形成する霊長類（マーモセット）を用い、家族の絆を形成する脳内基盤の解明を目的
とした。計画段階では夫婦の絆を対象としていたが、一部の個体がヒトの愛着障害（幼少期の愛
着形成不全により他人との絆形成に困難が認められる）と類似する状態に陥ることを偶然に発
見したことから、マーモセットの愛着形成の脳内機構の解明がヒトの絆形成の機序解明のため
に重要であると判断し、大幅に方針を転換し研究を実施した。 
 
 哺乳類の子は未熟な状態で生まれ、親等の養育が生存には必須である。そのため、子は親や近
しい大人を覚え慕い、愛着を形成する。幼少期の愛着は成長後のこころの健康や社会性の基盤と
なるため、愛着形成が脳にもたらす変化は重要な研究課題である。しかし、マカク等の霊長類を
はじめ哺乳動物の多くは、母親が単独で子育てをする、安定した夫婦関係を維持しない等、ヒト
とは養育や家族の形態が異なるため研究が難しいことが問題だった。一方、マーモセットはヒト
と同様に夫婦とその子から成る家族単位の群れを形成し、両親・年長のきょうだいが年少の子の
世話を担う。また、本研究者の所属チームでは、マーモセットの子育て行動が子への対応の早さ
（感受性）と子を拒絶せず背負い続ける忍耐強さ（寛容性）の 2 軸で定義され、ヒトの養育スタ
イルの定義と共通点を持つことを明らかにしている（Shinozuka et al., 2022）。このように、ヒ
トとよく似た家族構造、子育てスタイルを持つことから、愛着形成にもマーモセットとヒトの間
に共通点があると期待されていたが、これまで確認されていなかった。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、マーモセットがヒトの愛着研究のモデル動物となり得るか検討するため、マーモ
セットの親子間の行動を詳細に解析することで、マーモセットとヒトの愛着行動における類似
点を明らかにすることを目的とした。特に、①受けた養育が愛着行動に及ぼす影響、②不適切な
養育が愛着障害様の行動を引き起こすか、③幼少期に受けた養育が成長後の行動に及ぼす影響
について検討した。 
 
 
３．研究の方法 
 
①養育行動と愛着行動の関連性の検討（子の回収試験） 
家族個体と子との 1対 1の関係性を観察するため、子の回収試験のビデオ・音声を詳細に解析

した。回収潜時（子の要求に対する感受性）及び背負い中の拒絶行動（寛容性）を家族個体の養
育行動の指標、子の鳴きや回避行動を子の愛着行動の指標として、養育行動と愛着行動の関係性
を検討した。 
 
②人工哺育子の愛着行動評価 
3 子以上の出産・同居家族の健康上の理由等で人工哺育が必要な子個体を利用し、隔離下での

人工哺育と家族との同居を組み合わせた部分人工哺育を実施し、極端な低感受性養育（≒ネグレ
クト）を再現した。子の回収試験や家族と同居時の行動観察を通じて、部分人工哺育で育てられ
た子（人工哺育子）と同腹子（親哺育子）の愛着行動を比較した。 
 
③幼少期に受けた養育と成長後の社会的・非社会的行動との関連性評価 
①で観察した個体の成長後に回収試験を実施し、幼少期に受けた養育と成長後の養育行動の

関連性を確認した。また、②の個体の成長後には異性個体との遭遇試験やおやつ提示試験により
社会的行動、非社会的報酬に対する反応性を評価した。 
 
 
４．研究成果 
 
①子は養育者の行動に応じて愛着行動を柔軟に調節する 
子の回収試験において、子を家族から引き離すと子は激しく鳴き、家族個体が接近すると子は



親に速やかにしがみつき鳴き止んだ。しかし、面識
のない個体が接近した場合には子はしがみつかな
かったことから、子は家族個体を見分けて覚え愛
着を形成していることが明らかになった。また、自
力での移動が困難な生後 3 週までは、子は家族個
体に常にしがみついており、自ら降りたり背負わ
れることを拒否したりすることは稀であった。し
かし、相対する家族個体の養育スタイルが不寛容・
低感受性であった場合には、子が背負われること
を避け回避的に振る舞う、背負われていても頻繁に鳴き不安を示すといった特徴が認められた
（右図）。さらに、同一の家族個体に対しては、同腹子のとる愛着行動のパターンが類似してい
たことから、養育パターンに応じて子は柔軟に愛着行動を調節することが示された。 
 
②不適切養育による無秩序・混乱型愛着様行動の誘起 
部分人工哺育により家族との交流を十分に持てなかった子は、親哺育子とは異なり、柔軟な愛

着行動の調節ができないことが明らかになった。人工哺育子は家族個体の養育パターンによら
ず、家族個体に背負われることを拒否する、わずかな拒絶を受けただけで自ら家族から離れるた
めに、背負われ率が低下した（下図左・中央）。一方で、親哺育子が自立し単独で過ごせる日齢
に成長しても、人工哺育子は激しく鳴いて不安を訴え（下図右）、ヒトの「無秩序・混乱型」に
似た矛盾した行動パターンが観察された。これらの結果から、相手に応じて柔軟に愛着を調節す
る能力や、成長
に伴い自立す
る能力の獲得
には家族の中
で安定して育
てられる必要
があることが
示された。 
 
③幼少期に受けた養育と成長後の各種行動の関連性 
 幼少期に受けた養育と、成長後に年長のきょうだいとして行った養育の各種指標の相関解析
を行ったところ、幼少期に受けた養育の量や感受性が成長後の養育行動に影響していた一方で、
寛容性は成長後の養育行動にほとんど影響を与えないことが明らかになった。また、人工哺育個
体は異性個体と遭遇した際に性行動を示す頻度が低く、ペア内でのネガティブな発声が増える
等、社会的関係の構築に困難があることが示唆された。非社会的報酬に対しても非典型的な反応
を示し、報酬を前にした際にネガティブな発声が観察された。以上より、幼少期に受けた養育が
成長後の行動にも長期的な影響を与えることが明らかになった。さらに、社会的関係における困
難や報酬に対する非典型的応答といった、ヒトの愛着障害に類似した現象も確認され、マーモセ
ットとヒトの類似性が示された。 
 
本研究により、マーモセットの愛着行動にヒトと類似する多くの特徴が見出され、愛着研究の

モデル動物としてのマーモセットの有用性が示された。これらの成果は、複数の論文として現在
取り纏めており、うち一報はプレプリントを公開した。 
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